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A −17　愛知県下 にお け る テ レ ビ ア ニ メ
“
ボ ケ モ ン

”

　　　　　に よ る光感受性発作の 実態 の 検討

A −18　 テ レ ビ ア ニ メ 視聴 中 に異常を訴 え た小児

　　　　　の 実態調査
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　【目 的】1997年 11月16日テ レ ビア ニ メ
“
ホケ モ ン

”
を 視

聴 中の 多 く の 子 供 た ち が、痙攣 な どの 症 伏 を訴 え 医療機関

を受診 した ： とは木だ 記億 に 新 し い 　今回その 実態 を 明 ら

か にす る ため主 に愛 知 県 下に お いて ア ン ケ
ー一

ト調 査 を お こ

な い、視 聴状況や 発 作 症状 につ い て 検 討 を行 っ た。

　【方法 及 び対 象】愛 知 県 とそ の 周辺地 域 の 小児 科医 が常勤

して い る 75病 院 に患 者家 族用 と医 師 用の ア ン ケ
．一

トを送付

し、60施設 か ら ／11 人 の 同答 を得た。そ の うち 愛知 県外 の

症 例 な どを 除外 した 101例に つ い て、既 往歴な どの 患 者 背

景や 視 聴状況 を分析 し．症状や 脳波 検査 な どの 結果 に つ い

て 検討 を行 っ た、

　【結果 】101例 巾て んか ん発作 と診断 された も の は 93例

で ．病院 を 受 診 した も の の ほ とん ど が て んか ん 発作 で あ っ

た．そ の 93例 屯 69例 はて ん 躰 ん の 既往が なか っ た、また

脳 波検 査 で は、93例 中 43 　P・6に 光突 発 反 「iLg（pPR）が 認 め ら

れ 、て ん か ん の 既往の な い もの に も38 ％にPPR を 認 め た 。

発 作 の 発 現 時 刻は 18：50に 集 中 し，12Hz の 赤 青の 点 滅画 面

と の 関連 が示 唆 され た．93例 の 発作 型は ，39例 が全 般発 作

で 49 例が 部分発 作で あ り、そ の 平均年 齢は 全般 性 が12歳 に

対 し部 分発 作が 10歳 と、部分 発 作 の 方 が 有意 に 若 か っ た．

〔考察 】番 組の 視聴 率や愛 知県下 で の 救急搬送件数 を考 慮

に 入 れ 発 生頻度 を概 算 する と、6−18歳 の 視聴者 の 約iコooO

人 に 1人 で光感受 性発作 が誘発 され た と考 え られ た。また

光 感 受性 発 作 は、従来云 わ れ て い る よ り も部分 発 作が 多い

と考 え られ た。

［結 語】ボケモ ン事件で 医療機関 を受 診 した もの の ぽ とん

ど は て ん かん発作 で あ る と考 え られ 、そ の 発 作型 は全 般発

作よ り も部分発作 の 方が 多 か っ た　また概算 に よ る発 生 頻

度 は約 1／5000人 で あ っ た．

　 昨年末の 人気テ レビア ニ メ
“

ポ ケ ッ トモ ン ス ター”

視 聴

中に多 くの 小児が疼攣な どの 異常 を訴 え社会的 に も 大きな

問題 な っ た こ とは 周知の 事実 で ある 。 今回我 々は、事件直

後 にア ン ケー
ト調査を施行 し、異常を訴 え た小 児 を比較 検

討 したの で報告す る。対象 と方法 ：昨年末 よ り本年 2月に

か けて 14施設 の 小児科 外来 【大 学病 院 1、一
般病院 小児科4、

小児科ク リ ニ ッ ク 9施設 ｝で 、そ の 番 組 の 視 聴 に関 わ らず、
任 意 の ア ン ケート調 査 を施行 し、年齢、性別、既往 歴、家

族 歴、テ レ ビ視聽時間、テ レ ビ 視雇状況な どを調査 した 。

結果 ：1312人 よ り回 答 を得 た 。   番組視聴者は 1091人で 視

聴 率 は 60．眺で あ っ た 。   平均 年齢 は 6，S歳 。   男女比は約

6：5。   症状あ り と答えた者 は 59例 で 、視聴者の 5．3X、平均

年齢は e．〜歳 。   症状あ りを 3 群 に 分 類 し検討 した 。 A 群 ：

発作 10例、B群 ：視聴中の頭痛 、 め まい な ど22例、　C群 ：

時間が 経っ て か らの 症状も し くは テ レ ビ 視 聴 との 因 果関 係

が不明21例 。   症状あ り と答 えた 者は な い と答 えた 者 に比

べ て 、 痙攣の 既往が 多い 、 テ レビ に集中 して い た、テ レ ビ

まで の 距離が短い 、ゲ
ー

ム遊興時 間 が長 い な どの特徴が あ

っ た 。   3 群間 の 比較 では 、A群 は他 の 2群 に比 べ て 、 平

均 年 齢は le．9歳 と高 く 、 痙攣 の 既往が多 い 、 また必ず しも

番組に集中 して い な い な どの 特歓 があ っ た 。   施設問の 比

較 で は、ク リニ ッ クの調 査 の 方が 視聴率が高 く、B ・C 群

の比 率 が 高 か っ た 。 ま とめ ：  番組 の 視穂者 、 症状を呈 し

た者 とも に 4〜7歳 が最多 で あ っ た 。 視聴率は極 め て 高か っ

た。  症状 あ りと答 えた者の 臨床像は、A 群は光感受性発

作、B 群 は、動揺 病 も しくは 光感 受性 が あ るが年齢が 低い

ため 発 作を 呈 さな か っ た状態、C 群 は 自己培示 や過呼吸 な

ど精神医学的問題、が示 唆され た。  光感受性 発 作は年長

の 児童に、その他の 症状は低年齢の 幼児 ・児童 に見 られ た 。

  以 上よ り 、 光感 受性発作の 児童 は も とよ り、軽微な症状

を呈 した幼 児 につ い て も 詳細 な調査 を施 行 し今後の テ レ ビ

視聴法を考 えるぺ き と思 わ れ た 。
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